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「上海万博の情報提供について─上海万博事務局・遊海洋氏インタヴュー記録」
出席者：遊海洋氏（上海万博事務局広報宣伝部副部長）　
聞き手：岡田朋之研究員（関西大学総合情報学部教授）
同席者：村田麻里子（関西大学社会学部准教授）、劉雪雁（関西大学社会学部准教授）、土屋祐
子（広島経済大学メディアビジネス学科准教授）
日時：2011年 5 月28日　14時00分～16時00分
場所：上海万博事務局庁舎
はじめに
　今日の巨大イベントにおいて、来場者の利便性や安全確保のための情報配信はますますその
重要性を増している。近年はインターネットや携帯電話などの端末の活用が進んでいるが、
2010年に開催された上海万博においても、それらは幅広く活用されていた。そこで万博事務局
における責任者であった遊海洋氏に当時の状況を中心にお話をうかがって、実際の運用状況や
問題などについての知見を得ることとした。
　以下はそのインタヴューのほぼ全記録である。
　（文責：岡田朋之）
万博事務局での業務内容と万博における ICTの位置づけについて
──まず、遊さんが万博事務局内で、どういう業務を担当していらっしゃったかということと、
それからこちらに来られる前にどういうお仕事をしていらっしゃったかというバックグラウン
ドを教えていただきたいと思います。
遊氏：私は万博局で主に広報と宣伝の仕事の部署にいました。主な仕事としては万博を宣伝す
るために、万博のウェブサイトを立ち上げたこと。それはインターネットの方ですけど、あと
は携帯の方のサイトも担当しています。主に仕事はニューメディアと関連していました。
──ありがとうございます。まず最近の万博では、ICT（情報通信技術）が重視されてきてい
ると思うんですが、この上海万博におけるICTの位置づけというのはどうだったか簡単にお話
いただけますか。たとえば愛知万博の場合だと、来場者へのサービスと、パブリックリレーシ
ョン、それからオーガナイズ、すなわち運営上のインフラストラクチャーとして ICTを活用す
るということがテーマとして挙がっていたので、そのあたりは上海ではどうだったのかという
ことです。
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遊氏：上海万博はもちろん ICT技術を非常に重視していまして、それは情報技術は今日まで発
展してきて、世界的にどの大きなイベントでもICTを活用しないといけないという時代になっ
てきました。
　上海万博は非常に大型のイベントなので、具体的に情報化部という部署があります。その部
署がICTの企画・建設・運営を担当していまして、インフラのほうも担当していましたのです
けれど、私が知っている限りは、たとえば来場者サービスとか、あとは運営、全体的にサポー
トするインフラの面においても ICT技術が活用されてきました。
　多分 ICTにおいて一番大活躍したのがPR面ですね。これは最も基礎的なレベルなんですけ
れども、しかし影響はかなり大きかったです。
　またチケットを購入するところから、来場者が場内に入ってからの交通案内とかもPRと合
わせて連動して大きな役割を果たしてきたと思います。また何か特に関心のある内容がありま
したら掘り下げてお話ができると思います。
──はい。たとえばそれはPRという面では、従来のマスメディア、放送とか、新聞雑誌、プ
レス関係と比較して、ウェイトとしてはどれくらい ICTに力を入れていたのでしょうか？　か
なり意識的にウェブサイトとかインターネット、あるいはSNSでも告知とかやっていました
よね？　それらをどのように捉えていたのかということです。
遊氏：上海万博は国家プロジェクトなので、すべてのメディアを活用してPRしていくという
方針なんです。だから特にウェイトという概念はなくて、これまでの伝統的なメディアにしろ、
ニューメディアにしろ、全体的にカバーするということで、しかもメディア側の情熱というか、
やる気も、私たちの予想を超える以上の情熱を発揮してくれた、示してくれたという感じです。
　また伝統的なメディア、電波、従来のマスメディアのほうも自らの特徴を生かしながら積極
的に万博のことを報道してきました。たとえばニュースを報道するのもあれば、サービスを提
供するメディアもあれば、またあるテーマについて掘り下げて追跡して報道するところもある
んです。非常に積極的に報道してくれました。
　岡田さんが質問した真意というのは広告の話ですか？　たとえばPR？　たとえばもし広告
ということだったら、万博局は万博開催前の初期段階はちょっと広告を出していたんですけれ
ど、しかし万博が近づくにつれて、すべてのメディアが積極的に報道してくれたので、私たち
は広告を出さなかったんです。
　また、各メディア、中国の一番有名なメディアと戦略的なパートナーシップを結んだんです
が、たとえばテレビは「CCTV」、「新華社」とか「人民日報」とかは全部私たちと戦略的パー
トナーシップを結びました。ニューメディアの面においては、テンセントQQと戦略的なパー
トナーシップを結んでいて、QQを選んだのは、ユーザーが既に数億人の規模で、中国のニュ
ーメディアの分野においては一番影響力のある企業だったからです。
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上海万博における情報配信について
──なるほど。わかりました。どちらかというとパブリックリレーションのほうですね。それ
からサービスというのは、いろんな交通案内とか、ガイドとか、イベントの情報とかといった
告知に関することが中心になると思うんですけれども、そういった情報、たとえばパビリオン
の混雑情報とかいうのは、場内アナウンスでやっていましたけど、それをウェブサイトとかモ
バイルのサイトとかで流すということはされていたのでしょうか。
遊氏：私たちは最初に来場者の予測としては、平均人数を40万、ピーク時はもっと多いという
ふうに計算していました。今までの万博と同じように、非常に人気のあるパビリオンでは大行
列になることも予想できていましたので、来場者が場内でスムーズに移動できるように、放送
のアナウンスでは限界がありますので、私たちは携帯という端末を非常に活用しようと思いま
した。中国では携帯の普及率が高くて、しかも携帯を使ってネットに接続する人口もかなり多
いんです。だから2008年の年末、具体的な日付は12月17日、それは万博開幕まで500日という
タイミングだったんですけど、その日に万博公式携帯ウェブを開設しました。
　万博サイトの試行運用は2010年の 4月20日からスタートしたんです。その日から万博の公式
ウェブサイトと公式携帯ウェブサイトでは、30分ごとに列に並ぶ人数を発表していました。当
時私たちは場内の人の流れについては多少想像できたんですけど、どのぐらいパビリオンの前
に人が並ぶかについては、あまり概念がなかったんです。そこでゲートから場内に入る人数を
30分ごとに発表していまして、それもかなりいい効果を収められました。
　 5 月の中旬になりますと、ゲートに入るためには、もうみんな早くから行列に並ぶことが
非常に突出した問題になってきました。 9時にオープンですけれど、オープン前から沢山の人
がゲート前で待っていました。その時点来場者は、どのゲートが空いていて、どのゲートが混
雑しているかを知らなかったんですね。だからそれを、 5月中旬以降は朝 7時半から携帯のサ
イトを使って各ゲートの混雑状況を発表しました。だいたいどのゲートに並ぶと、どのくらい
時間がかかって場内に入れるか、という情報を発表していました。実際は 9時にオープンだけ
ど、 9時オープンしたあとにも 1時間半とか 2時間かかってようやく待っていた人たちを、場
内に入れることができる場合もありました。 6月の上旬になりますと、人気パビリオンの行列
情報も 2時間ごとに発表し始めました。
　かなり携帯ウェブの方が普及しているんですけれど、携帯ウェブサイトのアクセス量を分析
することによって、もっと携帯を使って何か活用ができるんじゃないかという話がありまし
て、 6月中旬ごろからは、すべての来場者の携帯に 3本ずつSMSが配信されるようになりま
した。その中にたとえば人気パビリオンの前の行列、どのくらい時間がかかる、たとえばサウ
ジアラビア館だったら何時間並んで見られるかという、そういう関連の情報を各場内にいる来
場者にSMSで送信していました。いくつかのデータがあるんですけれども、毎日朝 8時から
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9 時半の間で、各ゲート前の行列待つ人の数を発表します。また朝 9時半から夜の 9時までは、
30分ごとに当日の来場者数を公表していました。 
　人気パビリオンの行列、混雑状況についてはもうちょっと頻度を高めていまして、10時から
午後 6時まで 1日 6回ほど人気パビリオンの混雑状況を発表していました。
　また携帯ウェブサイトを使って、臨時の情報も発表していました。たとえば臨時閉館とか、
臨時にイベントがあるとか、そういったサービス情報も発表していました。
　統計としては携帯ウェブサイトにアクセスする数は、 1日80,000回。たとえば一家族で来場
している場合は、年寄りとか子どもたちは携帯はあまり使わないし、携帯でネットに接続する
こともないだろうと思っていまして、だいたいこの携帯を利用しているのは若者とか、家族だ
ったらお父さんやお母さんとかが利用していて、そういう数を分析すると携帯ウェブサイト
―無線ウェブというふうに呼んでいるんですけれど―それがだいたい私たちが予想してい
たカバー率になっていました。
　また来場者にとっては一旦場内に入ってくると、場内全体の状況を知る手段は沢山ありま
す。もちろんアナウンスがありまして、また皆さんバスに乗って移動するんですけれど、各バ
スには移動型テレビがついていまして、そこでも30分ごとに場内の混み合い状況とか、あるい
は人気パビリオンの混雑状況を発表していました。だからだいたいみんなそこから全体的な場
内の状況を把握できることになっていました。
──無線ウェブサイトというのは、いわゆるWAPですか？
遊氏：はい。
──なるほど。WAPで流された情報はPC向けには流されていなかったんでしょうか？ 
遊氏：レイアウトも違うし、中国の携帯の場合は直接ウェブのほうには接続できないんですね。
しかも携帯の画面に合わせてレイアウトをデザインしたりとかしているので、PCには向いて
ないのです。
──そうすると、たとえばパビリオンで行列しているリアルタイムの人数の情報とかというの
はPCのほうのウェブには流されてなかったんですか？　あるいは両方やっていた？ 
遊氏：両方やっていました。ただ万博期間中のウェブサイトの方は、だいたいメディア向けな
んです。各メディアが万博局からどういう発表があるかというのをチェックするのが主な目的
で、主には来場者向けじゃないです。
　だから一番活躍したのが携帯サイトと、あとテレビですね。テレビは随時、移動テレビとか。
──なんとなく、場内に来てはじめて携帯を利用するというのは、あまり考えにくくて、やっ
ぱり既に来る前から万博の情報とかを、それなりにPCとか携帯でチェックした人が場内でも
使うみたいなのが割と普通じゃないかなと思うんですけれども、今ウェブというのが、そもそ
も比較的メディア向けだったということをおっしゃってましたけれども、むしろ来場する前の
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人たちというのは結構見てたんじゃないかなという感じがするんですが。
遊氏：確かにそうです。これから来場する皆さん向けにもいろいろ情報をお出ししてました。
──ひとつのウェブでですね？
遊氏：ベースとなるのがウェブの方です。要するにウェブに情報があまりにも多くて、普通の
来場者に関連のない情報も流されているので、ウェブの簡略版として携帯のほうを使ってまし
た。
──アクセス数としては携帯の方が多いんですか？
遊氏：ウェブの方が圧倒的に多いですね。
　ウェブの方は2000年から既にスタートしました。そのときは「万博公式サイト」というんで
すか？と聞いたら、その時は名前は「万博ネット」という。開催の立候補をしてまだ開催権を
争っているときに、既にウェブを作ってました。
──印象としては来場者とか関係する人々にとっては役に立つ情報はとにかくオープンにして
いくというような方針があったような印象を受けますが、そのあたりはどうなんでしょうか？
　とにかく流せるものはとにかく流して知らせていこうという方針はあったんでしょうか？ 
遊氏：万博が始まる前に、ウェブの役割というのが情報の発信、PRが中心だったんですけれ
ども、しかし 4月に万博開催の直前になると内容を調整しまして、目的は来場者に利便性を提
供するということを再定義しました。あくまでも来場者の視線からどういった情報がほしいの
か、それに向けて発表していくということを全体の会期中もずっと調整しながら運営してきま
した。たとえば、増やしたのは人気パビリオンの混雑情報とか、それも最初の段階では全く想
像できなかったことですし、また各パビリオンに入る「グリーン通路」（優先通路）というの
があるんですが、それは各パビリオンの基準によって作られていたんですね。それについて主
催者はアドバイスすることはできるんですけれども、それを自分たちで決めることはできなか
ったので、各パビリオンはどういった人たちがグリーン通路を通過できるかという情報をいち
早く収集して、それをリアルタイムに来場者に発表していくこと。当初の計画はあるにはあっ
たんですけれども、実際の状況、来場者のニーズに合わせて調整をしながら情報を発信してい
ました。
──そうすると、かなりオープンな方針でやっていらっしゃったと思うんですけど、こちらの
広報宣伝部門としてはそういう方針があったとしても、なかなか世博局全体のコンセンサスを
得て進めていくという状況を、どの程度距離があったのか、そのあたりはどんな感じだったん
でしょうか？　なかなか中心の方には ICTの効果とかを分かってもらいにくい場合などに、通
しにくいことがあったんじゃないかと。
遊氏：今回の万博は情報技術が大きな役割を発揮するだろうということが、トップから下まで
全体の共通認識なので、それは大事にしてきました。特に今回の上海万博のテーマのひとつに
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科学技術万博も入っています。だからこの情報化は科学技術万博の中の重要な内容なので、そ
の点についてはみんな共有しています。
　私たちが発表した情報は全部、「万博指揮センター」という一番中枢から得た情報なので、
私たちは発表していくだけなので問題ありません。
情報収集のプロセスとクレーム対応
──各パビリオンの情報というのは、どうやって吸い上げるんですか？　かなり日にちもバラ
バラだし、対応もバラバラというか。
遊氏：私たちは情報を提供していくには、来場者にサービスを提供していくこと、これはまず
各パビリオンにも理解されてまして、信頼されてました。この運営者、組織者としての要求と
いうのが、開館閉館の情報は必ず万博局に報告して、許可をもらってからそれができるように
なっていて、そういった情報はまず報告が必要なんですね。それで各パビリオンごとの情報の
流通もかなりスムーズだったし、たとえばグリーン通路については、各パビリオンそれぞれの
基準があったんですけれど、それをやはり私たちに報告をして、私たちは来場者に知らせてい
ったということです。
──来場者の声を拾いあげるのに ICTは使ったのでしょうか？
遊氏：今まで紹介したのが全部、組織者としてどうやってPRしていく、どうやって情報を発
信していくことに集中しているんですけれど、来場者の声というのは非常に旧式なやり方で、
コールセンターでホットラインを使っていました。コールセンターの担当者も私です。
　私たちのコールセンターの番号は962010でした。この電話番号は、もう2007年に開通されて
いました。オペレーター付きのは2010年11月までに終わりました。今は自動応対のサービスが
まだ継続中です。もともとの予定としては2010年末に全部サービス終了のはずだったんですけ
れど、中国館はまだオープン中なので、それに合わせて自動音声対応のサービスを開始しまし
た。
　この電話番号もまた、組織者と来場者がコミュニケーションを取るための非常に重要な架け
橋になったんです。万博開催期間中の 6ヶ月間に全部で190万件の電話が掛かってきました。
──ちなみに内容は？
遊氏：各段階に違う問題が集中して、一番最初、開催当初はチケットはどうやって購入するか
とか、チケット関連の質問が多かった。万博の閉幕直前になると、またチケットの問題が集中
し始めました。万博閉幕一週間前からずっと、指定日チケットという特別なチケットになっち
ゃったんです。だからそのときは普通券を持っている人たちからいっぱい電話が掛かってき
て、私はまだ普通券をもっているから、それをどうすればいいかとか、チケットの問題が一番
関心の高いものだったですね。
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　アクセスの問題ももう一つ非常に重要な問題なんです。たとえば万博会場にどうやって行け
るのかとか、どこを、何を乗れば行けるのかという質問が多かったです。
　また見学関連の問題、どんなものが場内に持ち込めるか、どんなものを持ち込めないかとか、
あとは各パビリオンにはグリーン通路が開通されているんですけど、たとえば私は○○歳だけ
ど、グリーン通路を使えるかどうかとか、そういった具体的な質問が多かったです。
　いま言ったのがある意味では関心が集中した問題だったんですけれど、もう一つは特別な質
問は、たとえば人探し、迷子とか。あと場内で怪我をした人が救急車で万博会場の外に運ばれ
て簡単に処置されたら、また入りたいけれどもどうすればいいか、という質問もありました。
　また万博に対するアドバイスとか、あるいは買った商品がちょっと気に入らなかったとか、
サービスが悪かったという苦情の電話もありました。だいたい以上のような感じです。 
　こういった電話を受けて、たとえば苦情は「万博苦情受理センター」に全部集中しまして、
平日ならば 5日間以内で返事を出しました。
──各国語への対応は？
遊氏：上海万博の外国語対応は非常に充実していまして、対応する外国語の言語の数は北京オ
リンピックを超えました。英語、フランス、スペイン、アラビア語、ロシア語、ドイツ語、日
本語、韓国語、タイ語、マレー語、インドネシア語など、全部で17ヶ国語に対応しました。苦
情も、どんな言語でも一応受け付けました。
　上海には「上海対外情報サービスホットライン」というのが元々あります。96288番は各言
語に対応しているんですけど、それと一緒にやって多言語に対応しました。外国語で掛けられ
てきた電話の数はそんなに多くなかったです。全部で約9,000件。ただ数は少なかったんです
けれど、それで外国人の客が少なかったかどうかは判断できません。なぜかというと、たとえ
ば私たちが海外に旅行に行く場合は、だいたいツアーで行っていて、ガイドさんが付いていて、
何か質問があるんだったら、ガイドさんに聞けば解決できるんですね。だから海外に行くと、
直接電話で何かを質問したりとか、話を聞いたりとか、それはあまりやらないので、多分海外
の観光客、来場者も同じようではないかなと思います。かかってきたのはツアー客ではなくて、
個人旅行者が多かったかもしれないです。
──ちょっと外国の話でついでに聞きますけど、海外向けのPRというのは、わりと始まって
からは向こう側が来てくれた、国内も含めて取材が来たのであまりしなくてすんだとさっきお
っしゃってましたが、日本からの印象で言うと、開幕当初はかなり頻繁に取り上げていたんで
すが、長い会期の間で最初だけだったかなという感じがして、あと最後になってもう終わると
いうのと、この二つの間というのは、意識的にPRはしたのでしょうか。さっきはもう割と途
中から来場者向けに切り替えたと話がありましたけど、そのあたりの方針は、万博局としては
どういう感じだったんですか？
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遊氏： 2006年の時から私たちはコミュニケーションPR計画を立てまして、その計画も国際展
示局の許可も得てましたので、2007年から2010年の間は、各年にこういった海外向けのPRの
方針がありました。多分さっきおっしゃっていたイメージとしては、メディアの報道関係から
の印象だと思うんですが、実際の報道以外にも、私たちは日本を含めてヨーロッパ、アメリカ
などではPR、様々な広告、屋外広告とか、CMとかを使ってPRしていました。たとえば世界
中のお客様の多い空港トップ10では、上海万博の広告を出していまして、また東京の山手線の
車両全体の中でも2007年、2008年、2009年にそれぞれ広告を出しています。2009年には万博フ
ォーラムを東京の森ビルで開催しています。万博開催 1年前にフォーラムとチケットの販売と
展示を一体化してPRしていました。
──やっぱり外への宣伝というのは開催前に重点的にやって、あとは中の対応ということです
ね。
遊氏：さっき切り替えという部分の話は、ICTを使って情報をどう発表していくかという話題
の中で、万博開催になると来場者向けに切り替えたという話につながったんですけど、海外の
メディア報道とか、海外PRの関係は、それも同時進行という形なんですけど、私たちは海外
のメディア、各世界中のメディアの報道を分析してみると、量的にも今までのどの万博よりも
多かったし、私たちの予想以上に報道してくれていました。
　海外が中国関連の報道をすること自体は非常に限られたスペースの中で展開されていまし
て、万博もさらにその中国報道の中の一部になってるんですね。だからそれなりに報道で注目
されていたんですけれども、万博関連の海外の報道を見ると、中国に対する関心度の高さも確
認できましたし、また報道の傾向からすると、各大きなイベントの時には大量に報道されるん
ですけど、開幕式、閉幕式、またその国の国家館の記念日、国家館デーの時には大量に報道さ
れていました。
──海外宛はマスメディアが基本になるんですかね？　要は海外メディアに対するときに。意
外と、私が情報を得るものというのは旅行会社とかからの情報が多かったり、たとえばyahoo!
とか、今だとインターネットの情報のポータルサイトとかから来たりとかするんですけど、要
は海外PRする相手先というのはどこかという？
遊氏：海外向けは、それについて各メディアを使うことはある程度は想定していました。たと
えば万博の公式ウェブサイトには日本語バージョンもありました。でも私たちはPRするとき
にはやっぱりメディアを重視するんです。各国のメディアは重要なツールになっていました。
それと、もうひとつの柱はイベントですね。たとえばフォーラムとか電車の中の広告とか、あ
るいは展示。この全体的な雰囲気の中で上海万博を開催するよ、開催してるよということを周
知させようとしていました。
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「オンライン万博」について
──今回の試みで「オンライン万博」というのをやってましたけど、これは具体的に何を意図
したものだったのかということを教えて下さい。非常にユニークな試みだったと思うんですけ
ど。
遊氏：オンライン万博の意図というのは、今インターネットは既に生活の中で重要な展示手段
にもなっていますが、万博というのは 6ヶ月の命しかないんです。実体としての万博は、今日
皆さん方も見たように暫定的な建物の中で暫定的な展示をやっていました。中国館はまだある
んですけど、それも臨時の展示でして、かつて人気があった日本館も今は更地になっています。
だから万博の各パビリオンの中身は、多分来場者以外の人たちも知りたいわけです。だからた
とえばテレビとか新聞とか、あるいは本とか、そういう他の方法もあるんですけれども、今ネ
ットは非常に生活の中に普及していまして、しかもネットはいろんなものを展示する力も持っ
ていますし、全体像を見せることもできますので、こういったオンライン万博を実体の万博と
連動して立ち上げました。
　オンライン万博も実際の万博来場者が見たように万博を見学する体験をさせようと思ってい
ました。だから 3 Dの立体的な画像を使っていました。各パビリオンもいろんなタイプがある
んですが、あるパビリオンは、たとえば現場のままを展示されている内容をそのままネット上
で展示していまして、たとえば 1対 1の中身全部を記録してウェブで再現したパビリオンもあ
れば、現場でもそんなにたくさん内容はないけれど、文字とか音声とか画像とかビデオを使っ
て、もっと豊富な内容を展示しているというようなオンライン上の万博パビリオンもありまし
た。
──反響はどうだったんでしょうか？
遊氏：オンライン万博は、今回の上海万博の一番注目度の高い 2つのポイントの中の 1つなん
です。
　万博期間中、オンライン万博もPR、あるいは場内案内の役割も果たしていました。たくさ
んの人たちがこのオンライン万博に訪れてきて、また各パビリオンのほう、万博参加者たちも、
このオンライン万博について評判は良かったんです。
　多分、オンライン万博が一番役立つのは、万博が終わったあとだと思います。たとえば万博
を思い出そうとするときに、オンライン万博に訪れるんですね。私自身も万博について何か思
い出そうとするときには今もそこにアクセスするんです。閉幕式のない万博だというふうに思
っています。将来的にはさらに大きな役割を発揮してくるだろうと思います。
──では今後も充実していかせようという意図はあるわけですか？
遊氏：中身は既に充実しているので、それを続けていくことが重要なんです。新しいものとか
を書き加えないということです。
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──たとえば今回の試みというのはリアルな現実の万博のイベントとシンクロしているという
ところが非常に意義が大きかったと思うんです。というのは2000年に日本でインターネット博
覧会というのがあって、すごい大金―政府が100億円くらい使ったんですかね―それでほ
とんど無駄に消えたやつがあるんですけど、それはやっぱりインターネット上だけでやろうと
して失敗したと思うんです。「オンライン万博」はあくまでリアルと連動していたということ
に意義があったという印象を受けますけど、そのあたりはどうでしょうか。
遊氏：オンライン万博は上海万博の記念的なモニュメントでもあるし、新しいプロジェクトの
万博博物館の一部になっています。万博の公式のウェブもそうですけど、すべての開催期間中
のデータが残っていまして、それも万博博物館の一部になります。上海万博の記念になるので
す。万博博物館は上海市政府と国際展示局が共同で作る永久的な博物館になっています。オン
ライン万博もその万博博物館の中でも生き続けます。
──では逆にオンライン万博が、万博博物館の集客のひとつの手段にもなっていくということ
ですか？
遊氏：資料といえば、もっと正しいかもわかりませんね。上海万博の歴史を伝えていくときに
も非常に重要なプラットフォームになるだろうと。
一般のブログサイトやSNSへの対応
──もう一つは、期間中かなりきめ細かい情報を流していらっしゃったと思うんですけれど
も、やはり来場者のニーズというものはものすごく幅広いものがあったと思うんです。その中
で来場者自身が、来て自分のブログとかSNSサイトとかで書きこんでいくものによって、流
される情報というのがたくさんあったと思うんですが、それに対してはどのような対応とか、
印象を持っていらっしゃったのでしょうか。
遊氏：私たちは来場者、あるいは海外のメディアも含めてフィードバック、意見とかアドバイ
スをすごく重視していまして、開催期間中は、たとえばブログとかBBS、あるいはメディア
の情報を専門的なスタッフが毎日収集して、午前中と午後の 2回、集めた資料が私たちの部内
で回覧されるんです。そこには意見もあれば、アドバイスもあれば、ときには文句も苦情もあ
るんですけれど、それに合わせて、私たちの仕事を改善し、調整していっていました。
　上海市の共産党委員会の委員長、上海市の市長の上にいる人で、トップの人なんですが、私
たちに対しての要求というのが、サービス、来場者へのサービスを改善し続けるということが
必須条件で、どんどん改善していって、10月30日の閉幕の日まで改善していかなければいけな
いと。これは全体的な万博のトップの人なので、そういった指令も出してました。
　私たちも確かにサービスの改善を閉幕日まで続けてきました。たとえば当初は飲料水を、水
の提供と、あるいは売店で売るのがあれば充分だろうと考えていました。ところが来場者の皆
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さんの意見を聞くと、お湯が欲しいという人の要望がたくさんありまして、最初はお湯は赤ち
ゃんの粉ミルクを溶かすためにしか提供していなかったんですけど、やっぱりお湯を提供した
ほうがいいということで、サービスを提供しました。また人気パビリオンの列は非常に長いこ
とがだんだんわかってきまして、 3時間とか 4時間並んでいたので、列の周辺にベンチを設置
することになりました。
──そうしますと情報施策としては対応できる限界というのはあまり設定せずに、できること
はとにかく増えれば増えるだけのところには対応していこうという方針でやってきたというこ
となんでしょうか？
　たとえばパビリオンごとの予約の時間の対応で、あるパビリオンは30分ぐらいならOKだけ
れど、あるパビリオンはリジッドにこうじゃないとだめとか。そういう違いもあったりしてど
うなんだという問合せとかもあったと思うんですけど、そういうのはたとえば愛知なんかだっ
たら、それはもうそこまで対応できないというふうに切ってたんですけど、そういうことがも
しあれば、対応できることは対応していこうということだったんですか？
　整理券の予約時間があるじゃないですか。それでたとえば 3時から 4時までだったら、たと
えば 2時半に来ても入れてくれるところもあれば、 3時にならないと入れてくれないところも
あるわけですよね。そのあたりはどうなのかというのは、愛知の場合はかなりファンサイトが
インフォメーションを流したところがある一方で、そこは協会はタッチしないということだっ
たんだけど、上海の万博局だったら、そこまでやったかもしれないということなのかなと。
遊氏：私たちの場合は、それは各パビリオンに「予約券とか整理券の配布の時間設定をきちん
とやってください」というふうにアドバイスをします。そういった見学者、来場者のためにサ
ービスを提供するのが、私たち組織者の責任でもあるし、各パビリオンの責任でもあります。
だから私たちはもしこういった問題が起こる場合には、きちんとしっかりと設定をするように
というアドバイスをします。
── ICTの政策とか、それから企業運営というか、サービスの展開ですね、そういうもので今
回の万博によって得られた今後役に立ちそうな経験というのが何かあるかということと、もう
ひとつは、対応しきれなかったことで、これは何とかしたかったけどだめだったとかいう課題
とかいうのはありますか？ 
遊氏：確かに万博での ICTとかサービスの提供は上海市全体の情報化を促進する役割を果たし
ていました。たとえば場内で走っていた電気自動車、充電式の電気バスなんですが、すでに上
海の町を走っています。また万博で使われていたいろんなICTのサービスなんですが、もうす
ぐ上海で「世界水泳選手権」の大きなイベントがあるんですけど、そうした大きなイベントで
はどんどん万博で使われていた ICT関連のノウハウを使っています。
　万博開催期間中でいつも問題や課題にぶつかって、それに従っていつも解決してきました。
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だから、万博が閉幕して振り返ってみると、やはり社会に対してまあまあいい回答を出したな、
という自負もありますし、まず安全保障の面でも全然問題なくて、来場者の満足度も非常に高
くて、社会各界からの評価も非常に高かったです。だから「成功する、忘れ難い万博」という
のが最初のスローガンだったんですけれども、「成功するバラエティに富む忘れ難い万博」と
いう目標は達成できたと思っています。
──基本的なところで伺っておきたいんですけど、さっき各パビリオンの情報提供が、すごく
バラエティに富んでいて、いろんなフォーマットとかがある中で、さらにそれらをまとめて配
信していかないといけないというので言えば、今だと、たとえばオリンピックとか大きなイベ
ントというのは、マルチソース／マルチユースという情報システムが組まれていますけど、や
はりここでもそういうのが組まれていたんでしょうか。たとえばフォーマットを統一して、そ
れに全部流しこむような形をとっているかということです。
遊氏：マルチソース／マルチユースというシステムではなかったんです。やっぱり万博の中枢
のコントロールセンターのほうからデータベースがあるし、各パビリオン向けにも統一した記
入欄の票があるんですけれども、それにアクセスできるのは組織者側のみです。各パビリオン
はそれぞれ個性的なものもあるんですけれど、まず一旦組織側に上がってきて、そこへ私たち
センターからは専門的な、いくつかのエリアに分けて担当者を置いています。その担当者たち
がパビリオンに連絡していました。また毎日の上がってきた情報が正しいかどうか、確認する
作業もしていました。ボランティアを使ったりスタッフを使ったりしてデータが正しいかどう
かをまず確認してからデータベースに入れていきます。もしこのプラットフォームを完全に各
パビリオンに開放すると、上がってきた情報が正しいかどうか、私たちがちゃんと保証ができ
ないし、正確かどうかということが判断できなくなります。
　多分こういったやり方は、主催者側の仕事に対する態度、情熱に関わっていると思います。
各万博ではそれぞれ違うと思います。今回の上海は特に全体的に主催者は非常に態度が積極的
で、非常に重視していましたので、システム的には責任を明確にするこういったフレームワー
クを最初から作りました。場内をいくつかのエリアを分けて、各エリアに担当者を置いてまし
た。その担当者が担当エリアの中のパビリオンの人たちと日常的にコミュニケーションを取っ
たりとか、各エリアの担当者は各パビリオンの参加者と来場者の間の架け橋みたいな役割を果
たしていました。だから私たちの考えでは、まずこういったエリアごとに担当者を設置するの
は、一種のブロック式なんですけど、その各ブロックを繋げていくラインがありまして、それ
が一般の情報を書くとか、こういった新聞といった具体的な情報を収集して整理してから、こ
ういった加工を経てまた発表していくという仕事をやっていました。そういうやり方では、発
表していく情報は非常にシステム的に整理できているんです。もし本当に主催者側の情熱が足
りない場合には、全部オープンにして、各パビリオンに開放することもできるんですけれども、
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しかしそれはパビリオンごとに非常に発表する意欲のあるパビリオンがあったり、ないパビリ
オンがあったりとか、あるいはサービス精神旺盛のところもあれば、サービス精神がないとこ
ろもあるので、バラバラだし、発表する情報も非常にバラバラになってしまいます。上海万博
という全体的な形で発表できるのが今回の特徴であるし、しかも参加者、各パビリオンの参加
者も来場者も、非常に高い評価を得たやり方だったと思います。
──もう一点、動画情報とかも収集されていたと思うんですけど、イベントとかパビリオンの
出展状況とか、そういう動画や映像はデータベースのほうに登録はされていたんでしょうか。
遊氏：その一部はオンライン万博の仕事です。
──それは各期間ごとにずっと追っかけていく形でなされていたわけですか？　たとえばイベ
ントは 1回だけというんじゃなくて、パビリオンごとにいろいろ季節によってイベントが変わ
ったりとか、展示が変わったりしますよね、それはすべてフォローしていたのかということで
す。
遊氏：上海万博の公式ドキュメンタリー制作チームがあるんですけど、それは重要な内容は全
部押さえていました。ただ万博期間は長いし、パビリオンの数も非常に多くて、イベントの数
もものすごく多かったので、すべてフォローすることはできなかったんですけれど、重要な活
動、イベントは全部撮影していたと思います。
万博局の今後
──これからこの局はどうなっていくのでしょうか？
遊氏：来月（2011年 6 月）末には上海市万博局はクローズされるはずなんですけど、これから
続けていくのが、ひとつはさっき紹介したように万博博物館。
　またその万博博物館は、ひとつは上海万博の記念であったりアーカイブの役割があるんです
けれども、万博を主催する国際展示局が情報センターを万博博物館に置く予定です。だから各
回の万博の文献的な資料をそこに収めるので、そこで情報提供できると思います。
　また私たちは万博発展グループという会社を作りました。これは企業なんですけれど、会場
の跡地の再開発再利用を主な仕事とします。たとえばイタリア館はそのまま残りますし、また
サウジアラビア館は既に中国に寄贈されました。それをどうやって再開させるかということと
か、跡地のこれからの再開発、たとえば展示施設、商業施設あるいは、コンベンションセンタ
ー、ホテルを建てる予定もあれば、将来的にこの会議場と展示とホテル、こういったセットで、
この地域を再利用する予定です。
　またもうひとつの川の向こう側の西の方の会場の跡地は文化センターを置いたりとか、博物
館を置いたりとか、あるいはクリエイティブセンターとか、そういった方で活用される予定で
す。
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──万博博物館は会期中の万博博物館と同じところが使われるんですよね？ 
遊氏：市の会場のテーマ館のひとつ、「万博の足跡館」というのがあったんです。そこを主に
利用します。
　今回のインタヴューは私も非常にうれしかったです、皆さんとの話の中で、私は半年前の上
海万博のことをまた思い出していました。
──いい思い出ですか？
遊氏：今本当に振り返れば、大変さとかは全然覚えてない。本当に美しい思い出になっていま
す。
──感想を最後に申し上げてもいいですか？　非常に統制の取れたシステマティックな運営を
されて、サービスとか、非常に感銘を受けました。逆に、今まで愛知万博の情報センターのス
タッフの話で当時の迷走ぶりをいろいろ聞いていたので、そのギャップをすごく感じました。
遊氏：私が言いたいのは、私たちは愛知万博からたくさんのことを学びまして、またICTは発
展のスピードが非常に速いので、だから2010年の上海万博は愛知のときよりはさらに技術的に
は進んだと思いますし、それは私たちにとっても当たり前のこととしてやるべき仕事だったと
思います。
──今後の中国の ICTの発展を象徴しているようで、と同時に日本の今後の衰退も象徴してい
るような……。
遊氏：いえグローバル的な発展の傾向なので、日本もそのグローバルの一員なので、中国はま
すます発展していくだろうし、日本も発展していくと思います。まさに日本のICTが非常に先
端的なことをやってますし、また考え方も素晴らしかったと思います。
──考え方は素晴らしかったかもしれないけどあまり実現もしなかったというのが……。とも
あれありがとうございました。謝謝。
 以上
